
　　　　

　お客様視点にたった素晴らしい改善です。内容を正確に

伝えなければならないチラシの改良にあたっては多くの苦

労があったことでしょう。仕事の目的をよく考え、皆さんで

協力して進めたからこそ実現した改善だと思います。日本

人にとってもわかりやすい内容になっており、幅広く横展

開される事を期待します。

QCサークル静岡地区　中西　正次　地区世話人

　本件は、専門的知見を有する機関と協力体制を構築

することで、高校生と協働で取り組んでいるプロジェ

クトで発生した課題を解決した「プロジェクト型の連

携」の優れたモデルです。こうした協働・連携の実現

には、課題の解決に向けて可能性を探求するオープン

マインドな発想が重要なことを示しています。

静岡産業大学　小泉　祐一郎　教授

オープンマインドで新たな手法と発想を！～県民幸福度の最大化～

外国人県民にも分かりやすく県政情報を伝えよう！

令和４年度「ひとり１改革運動」５月推進月間改革賞の紹介

SDGｓ　生物多様性保全のための覚書の取り交わし

くらし・環境部　環境局　自然保護課　富士山・南アルプス保全班

　絶滅危惧植物保全のため、関係団体と覚書を締結し、

　包括的な連携体制を構築

　＊ 高校生が発芽させた個体を「環境省新宿御苑管理事務所」が保存

　＊ 増殖した苗を「日本植物園協会」の加盟施設で保護育成

　＊ 絶滅危惧植物の対象を県内全域に拡大

　「自動車税種別割」の外国人納税者の滞納事例を減らすため、

　「やさしい日本語」で情報発信

　　＊　 外国人に向け発信するべき情報かを検証し、

　　　　 情報量を絞り込み

　　＊　「やさしい日本語」を用いたチラシやSNS等を通じ、

　　　　 期限内の納税手続を呼びかけ

　　　　
自動車税種別割に関する「やさしい日本語」での情報発信

経営管理部　財務局　税務課　税制広報班


